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審   査   の   要   旨 
著者は、低分子化合物を中心とする医薬品の作用機序予測システム、ならびに、生体環境を模倣した in 
vitro ヒト細胞評価系を開発することに成功している。作用機序予測システムでは、網羅的な薬効試験デ
ータを活用することで、候補化合物によって誘導される細胞毒性反応のオフターゲットを予測すること
が可能である。また、in vitro ヒト細胞評価系では、剪断応力を負荷した環境下でヒト近位尿細管細胞を
培養することで、医薬品の排泄経路の一部を再現することに成功している。これらの成果は、創薬におけ
る成功確率の向上や生産性、さらには、副作用の軽減に関する基礎研究領域に大きく貢献するものであ
り、学問的な価値が高い。総じて、本研究は優れた生物科学的な成果であると評価された。
 平成３１年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
